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平成２７年９月１２日 

関西広域連合 広域環境保全局 





■ 幼児期環境学習の推進 

環境問題の解決に向かう 

「自然」とは？ 

ここでは、場所（田んぼ、川、
湖）、モノ（花、虫たち、草木
、落ち葉、石ころ）、現象（お
ひさまの陽、風、雨）とそれを
取り巻く環境すべてを「自然」
としています。 

気づき 

芽生え 

身に付く 

地域の自然を大切にしようとする気持ち 

自ら考え行動できる力 

不思議 安心 

楽しい 

・いのちの尊さ 

・自然とわたしたちとのつながり 

・わたしたち人間も自然の一部であること 

面白い 

自然に直接ふれる 

保育者 

環境学習の
研修を実施 

環境人材育成の推進について 
 構成府県市ではそれぞれの地域資源を生かした環境学習が実施されている。それらを
共有する枠組みを構築し、府県市単独よりも多様で深みのある環境学習を推進する。 

※本取組は、滋賀県事業をモデルとしています。 



環境人材育成の推進について 

■ 幼児期環境学習の推進 

自然の中でのあそびと
学びを公開保育します!! 

公開保育でのねらいや地域の
自然の活かし方など、環境学
習のノウハウを解説します!! 

 子どもが楽しむには、まず先生から。 
 あそび・保育の幅が広がります!! 

研修会の内容 
＜平成２６年度実績＞ 
・平成26年８月 
  和歌山県で説明会を実施 
・平成26年11月 
  神戸市、京都市、京都府で説明会を実施 
  兵庫県で研修会を実施 
・平成26年12月 
  大阪市、神戸市で研修会を実施 
・平成27年１月 
  和歌山県で研修会を実施 

＜平成２７年度以降＞ 
・平成26年度から平成28年度までの３年間で、
全ての構成府県市において研修会を実施す
べく、現在は京都府、京都市等で開催準備を
進めているところ。 


